清野りんご園便り　　　No．2　　　　　　　　　　平成17年9月

　

夏の花ひまわりも終わり、すごしやすい季節になりました。お元気でしょうか？

清野りんご園の家族たちも、何とか夏ばてなどせず乗り越えました。大きいばあちゃんと子供たちは大変そうでしたが・・・・・。中でも犬のミルキーが一番大変だったのではと思っております。
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園　地　紹　介
今回は、りんご園の畑と樹について書いてみます。

清野りんご園は、家族経営のりんご専業農家です。私の祖父が、海軍から終戦によって田舎に帰って来たことから始まります。じいちゃんとばあちゃんが山を開墾してりんごの苗木を植えたと聞いています。その頃、地元では既にりんご栽培が始まっていて遅いスタートでした。開園当時は、栽培技術もあまり無く、大変苦労したそうです。

父も中学校を卒業してすぐの15歳からりんご栽培を始め、りんご先進地である、青森の斉藤昌美先生のところに、数多く足を運び勉強に励んだそうです。
その結果、今の清野りんご園を形作ってきました。その間は計り知れない汗と努力があったと思います。今も精力的に栽培管理をしながら、私たちにりんごの栽培と人を育てるノウハウについて色々と助言してくれます。
清野りんご園の3代目である私は、家業であるりんご園を継いで、夫・息子・娘と一緒にリンゴ作りに頑張っています。私はりんご暦6年、夫は3年と短いですが、これからもおいしくて安心して食べられるりんご作りに頑張りたいと思っております。
清野りんご園の面積は２ｈａです。（1ｈａ＝縦20ｍ×横50ｍ）
じいちゃんとばあちゃんが60年前に手で開墾した、凸凹の曲がった園が１ｈａあります。

もう１つの園は父と母が30年前機械を入れて、きれいに開墾した園が1haです。
りんごの樹は360本あり、栽培品種は7種類です、内訳はふじ40％、スターキング17％、つがる17％、千秋10％、ジョナゴールド10％、北斗3％、王林3％となっています。
収穫の時期が異なる品種を作る事により、自然災害の被害分散と作業効率を良くしています。
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秋空の下、美味しいいも煮と、りんご狩りで秋を満喫しませんか？
清野りんご園では、収穫の喜びを皆で味わいたいと思い、今年も収穫祭を行います。
家族や友達みんなさそって秋をみつけに来てください。

　　　日　時　：　10月8日 （土）10時～16時まで（いも煮出来上がり予定12時）　　
場　所　：　清野りんご園　（自宅集合、分からない場合は連絡ください。　☎0237-67-7359）
参加料　：　大人1,000円、小・中学生500円　、ちびっ子無料　
メニュー：　旬のりんご、いも煮、手作りのお菓子、ワイン、りんごジュース
同封のはがきにて、参加の有無など10月１日までお知らせください
　　　地図１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地図２







地図１：　山形自動車道寒河江Ｉ・Ｃから降り、すぐの信号右折（国道112）し直進（右手にチェリーランド）。

国道２８７朝日、大江、長井方面に左折し朝日町まで。
地図２：　国道２８７沿いの左手にサテライト朝日（競輪）を過ぎまっすぐ・・・・県道１８山形方面に左折（右手にりんご温泉）してまっすぐ・・・・２ｋｍぐらいで県道１４３左折し３０ｍ先リンゴ集果所でゴールです。
～りんご日記～





私は田舎生活の醍醐味の一つは、ここ清野家を自分の故郷と考えて訪れる親戚と、わいわいと話に花を咲かせ、楽しく過ごす事にあると思います。今年もいい時間がすごせてよかったです。


さて、りんごたちもお盆を過ぎ、朝晩の気温差が大きくなるにつれ、成熟し始めました。今の作業は、早性品種のつがるの葉摘みです。りんごにぺたっとついている葉を取ることによって、りんご全体にお太陽様を当て、充実したりんごにします。このりんご園便りが届くころはつがるの収穫が始まっていると思います。秋は、１年の中でも最も忙しい時期になりますが、飼い猫のナナの手は借りられそうもありません。
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